
令和元年度第一回 中央図書館区民懇談会  

 

日  時：令和元年 8月 23日（金） 

午後 3時～午後 5時  

場  所：中央図書館 視聴覚室   

 

  

１ 委嘱状伝達 

 

２ あいさつ 

教育委員会事務局地域教育力担当部長 

 

３ 説明および懇談 

  ・調べるサービスの充実 

  ・障がい者サービスのこれから 

 

資料 

（事前送付分） 

・懇談テーマ① 調べるサービスの充実 

・懇談テーマ② 障がい者サービスのこれから 

 

（机上配布分） 

・インターネット閲覧コーナー（導入商用データベース一覧） 

・パスファインダー（子育て情報を調べる） 

・図書館を使った調べる学習コンクールパンフレット 

・身体が不自由な方のための図書館利用案内 

・中央図書館区民懇談会 補足ご意見 

・令和元年度 第２回 板橋区立中央図書館区民懇談会の開催候補日について 

・板橋区立中央図書館区民懇談会委員名簿 
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令和元年度 第 1回 板橋区立中央図書館区民懇談会 概要 

 

１ 日  時：令和元年 8月 23日（金）15：00～17：00 

 

２ 会  場：中央図書館 視聴覚室 

 

３ 当日出された意見・提案  

（１）調べるサービスの充実について 

①図書館を使った調べる学習コンクール 

 ・小学校は、学校によって取組の温度差がある。こういう見本があると良い（レ 

プリカの見本を各委員に手にしてもらった。）。親のバックアップがないと、 

受賞作品ぐらいのレベルまではいかないと感じる。 

 

・中学校は、学校によって取組の仕方は違うが、理科や社会など日常に関連す 

ることで調べてみようということを発端に行っている。教育科学館でもこ 

ういうのを募集している（いたばし自由研究作品展）。全校にはいたってな 

いので、広げられるようにしたい。 

 

・学校で 3Dプリンターを使って、調べる学習で実際にモノを作り、まとめた 

ものをインターネット上で発表しているところもある。 

→公共図書館でも最近は 3Dプリンターを取り入れている。塩尻市立図書館で 

は、山の凸凹を 3Dプリンターで作ったものを展示している。3Dプリンター 

は日本でも遅ればせながら、導入されつつある。 

 

②学校と図書館との連携 

 ・学校では、学校図書室の司書が窓口になって調べる学習の支援をしているが、 

  それとは別に中央図書館や地域図書館と団体貸出等で繋がっている。 

→学校と図書館の連携が強化されるとより良い。図書館と生徒、学校と生徒 

だけではなく、図書館と学校図書室と先生方がいて生徒が真ん中にいると 

いうイメージが強くなればと思う。 

 

③パソコンが利用できる学習室について 

・子どもが調べ物のまとめをする時にパソコンを使える学習室でそういうソ 

フトが入っていて、まとめの支援があると良い。板橋区内のボランティアを 

活用し子どもの勉強を見てあげたりと、地域と一緒になって子どもの調べ 
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る学習をサポートできるようになればと思う。 

→パソコンが利用できる学習室というのは、持ち込みを想定しており、パソコ 

ンを備えておくのは難しい。 

→相対的貧困と呼ばれている子ども達が、日常的にパソコンを家で使えるか 

というと難しい部分もあるので公共の施設で使わせて頂けると子どもの 

ICTのレベルも上がるし、図書館の情報リテラシー支援としても良いのでは。 

→自治体によっては、固定のケーブルに繋がったパソコンを止めるところも 

ある。 

→調べ学習は、パソコンではなく携帯等で自分の持っている端末でできる。 

→高校生は、スマホは持ってはいるがパソコンがない子も多く、就職とかでエ 

クセル・ワードを使ったことがない子もいる。そういう情報基盤は公共図 

書館が担保してあげられたら良いのではないか。 

→学校にはタブレットパソコンが人数分あり、Wi－Fi環境も整っているので、 

そこで全員がエクセル・ワードを触るチャンスはある。プラスαとしてもっ 

と専門的に調べたいという子どもは、公共図書館に行って活用できればい 

いかなと思う。 

 

④子どもへの調べるサービスついて 

・レポートの書き方については、中学生がどうやって書けばいいのかを図書館 

で聞いたり、職場体験でお世話になった司書の方にコンクールのことを教 

えてもらったりと、図書館員との交流はある。 

→今までの公共図書館は、そこまではやらないというのが基本だったが、そう 

いう時代ではなくなり、今はフォローをしていく時代。 

・板橋区の絵本作りワークショップでは、うちの学校から美術部が行っている 

が、プロが教えてくれているので、子ども達に感想を聞いたら、すごく楽し 

いと言っていた。 

→図書館の方でも子ども達へそういったフォローが増えると、子ども達の関 

心も多様化して色々高まる。 

 

⑤一般区民への調べるサービスについて 

・調べるサービスについて、図書館にどういう風に相談したらいいのかわから 

ない。レファレンスコーナーに行けば色々と教えてくれるとのことだが、小 

中学生は自由研究・学習コンクールといったテーマがあるが、一般区民の方 

は調べることに対してどのように取り組んでいるのか。私自身認識がなく 

図書館は本を借りる場所だと思っていた。こういうサービスが充実したら 

素晴らしいものになると思う。調べる目的で図書館に来る方はどのくらい 
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いるのか、そういう人達を増やすにはどうすべきかが課題だと思う。 

→図書館は本を読んだり借りたりという側面と、図書館の資料で調べるとい 

う側面が総合的にないといけない。図書館は貸出するところというイメー 

ジが定着してしまって、図書館で調べるということが利用者側も図書館員 

側も希薄化している。 

 

・会社を経営していたとき、情報を自分で一生懸命集めていたが、そういう情 

報を図書館で聞けるのは素晴らしい。健康のことや、相続のことなど色々問 

題を抱えている方は多いと思う。そういう方が、図書館へ行って聞いてみよ 

うとなり、それが段々積みあがっていくと事例も蓄積していき、事例も豊富 

になれば図書館利用人口も増え、図書館は素晴らしいものになると思う。 

→図書館で調べるサービスを行うと、図書館員は国立国会図書館から本を頻 

繁に借りることになるが、板橋区の場合、国立国会図書館との実績は 16し 

かない。これは、あまりにも少なすぎる。図書館側から利用者への調べるサ 

ービスの提案が不足しているということと、膨大な資料があり簡単に検索 

できてすぐ借りられることが利用者側に認知されていない。 

図書館員は利用者から言われたことは必ずメモを取り確認したり、本棚に 

も一緒に付いて行って、話を聞き取ることが基本である。 

 

・新しい図書館ができた時に、ただ本を貸し出すだけでなく、調べるサービス 

があることを区民に徹底して頂くと、多くの方が利用して頂ける。 

 

・仕事のことで調べものをする際は、直接国立国会図書館へ行っている。最寄 

りの図書館を利用すると情報が入ってくるまでに時間がかかるイメージが 

ある。これから、調べるサービスを充実するにはスピードとかも観点として 

見て頂きたい。公共機関は何となく遅いというイメージがあるのでそれを 

払拭できるようなサービスがあると良い。 

 

・生活や身近なことで住民の方が抱えている問題を図書館に聞くということ 

が普通にできるようになれれば、図書館の価値が高まる。 

 

・調べるサービスの敷居を低くしなければと感じる。聞きやすさ、伝えやすさ 

を含めて、児童はもちろん、大人、お年寄りを含めた配慮をしていきたい。 

 

・レファレンスサービスで、普通の図書館だと貸出・返却と同じ列に並んで、 

聞いたりしている。それを堂々とできるように、例えば銀行の番号札のよう 
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に、システム的にすっきりとできるようになればいい。 

→そういうカウンターを入り口に設けるべき。大田区は、入り口のところに相 

談カウンターがある。 

→できるだけカジュアルに相談できるような体制になってほしい。利用者側 

の方で、シャイな方は中々レファレンスカウンターを利用できない。利用す 

る人が気軽に入っていけるものでないと。 

→貸出・返却は ICT化して、レファレンスカウンターに人が常駐できるよう 

等、必要なところに人的サービスができるように新しい図書館では工夫し 

てもらいたい。 

 

 

（２）障がい者サービスのこれから 

 

①質問事項 

・新しい図書館では、障がい者の方がここへ行けばニーズに答えられるといっ 

たレイアウトになっているか。 

 →フロアの中に、（仮称）ハンディキャップサービスエリアがあり、対面朗読 

ができたり、障がい者用の資料が手に取れるつくりになっている。 

 

 ・今後の方向性の中に、図書館サポーターの活動充実とあるが、対面朗読以外 

にも読み聞かせ、書架の整理、レファレンス、どのような形でどのくらいの 

人数がかかわるのか。 

→今、300名登録が済んでおり、読み聞かせの活動を中心に行っている方が多 

いが、装備作業をしたいという方も結構いるので、そういう方とマッチング 

を上手くしていきたい。対面朗読等は、グループ単位で活動しているところ 

もあるので、そういったところとうまく連携していく。 

 

・障がい者のサービスで出前的なサービスはあるのか。 

 →宅配サービスや、郵送サービスといった図書を届けるサービスはある。障が 

い者に限らない範囲に広げていきたい。 

 →例えば、他自治体で老人福祉施設に対面朗読や読み聞かせをしに行くとい 

ったサービスを行っているところはある。 

 →提供する側からしたら、人員や時間の制約もあるし、そこまで手が回らない 

のでは。 

→近い将来は、AIが進みカウンターに司書はいなくて、人は外に出て行って 

サービス展開できるようになると思う。 
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→朗読グループに所属しているが、図書館が団体に声をかけて頂ければそう 

いった活動もできるのではと思う。 

 

②対面朗読について 

・高島平で朗読ボランティアをしているが、利用者が少ないことが悩みであ 

る。利用者の掘り起こしが必要。対面朗読は障がい者手帳を持つことが条件 

だが、そのハードルを下げて、利用者が増えればいいなと思う。 

 

・宣伝活動も、どう周知していくか。うちに来る方は口コミでくる方が多い。 

板橋区視覚障害者福祉協会で周知してもらっているが難しい。 

 

・録音機械の問題について。今まで録音機械は謝金から購入したり、寄付をし 

てもらったりしていたが、10年以上使用したのが 1台壊れた。修繕費 1台 

3万円。利用者が多ければ謝金も入ってくるが、機械の問題はどこまでボラ 

ンティアが行うのか。録音機械は 1台 8万円する。録音はすぐできるもの 

でなく、調べて練習して、家で持ち込んで行う。 

 

・デイジー再生機の貸出を初めて知った。利用者の方で、再生機をお持ちでな 

い方へはニリンソウで買った再生機を貸出していたが、今回図書館で貸出 

していることを初めて知り、早速高島平図書館の担当者にお願いをした。 

 

③障がい者サービスの定義について 

 ・視覚障害者の方に手厚くサービスをしていると思うが、板橋区として障がい 

者の定義をどうされるかというところにあると思う。障害者差別解消法や 

読書バリアフリー法は、視覚障害者や聴覚障害者だけではなく学習障害の 

方や、手帳を持っていない方、多文化サービスのところで日本語が母国語で 

ない方で生活に困っている方のサポートとか、色々な範囲にわたるが、全部 

対応できるのが理想だが、現実的には設備や予算の問題が色々あって理想 

論だけではやっていけない。新しい図書館になったときに、今の視覚障害者 

を中心とした形ではなく、障がい者サービスというよりも、全体的に「図書 

館を利用することに障がいを持つ方へのサービス」という風に定義が変わ 

ったので、どのあたりまで板橋区として対応するのかを一度整理した方が 

良い。 

 

・障がい者サービスの利用状況を見ると、お年寄りが増えているのに利用者が 

減少している現状について課題がある。例えば、施設自体のハードルを下げ 
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るということも考えるべき。図書館だけでなく、出張の対面朗読を何かの講 

座と一緒に行うなど企画を考えたりしてもいいのでは。 

 

・障がい者のサービスを独立して捉えるのではなく、障がい者の方も一緒に来 

て、他の人たちと図書館で交流できる方法でサービスを充実させた方がよ 

い。また、お金をかけたり、人を増やしたりということではなく、今ある中 

で、学校や地域と連携し、図書館という場だからできる障がい者サービスに 

ついてアイディアを出していくべき。例えば、新しい図書館ではエレベータ 

ーができるので、今までエレベーターがなくてできなかったことのサービ 

スの充実を図るなどお金をかけないで出来ることを考えた方が良い。 

 

・障がいを持ったら一生そうなるという訳ではなく、障害者差別解消法では、 

一時期病気の方、妊娠されている方、のように一時期の方も障がい者という 

定義となっているので、「図書館を利用するのに障がいがある方」というの 

がこれからの障がい者という形のサービスとなる。区別するとかではなく、 

全ての利用される方が、皆さん使えるようにと考えるべき。 

 

④その他 

・ディスレクシアの方のためにリーディングトラッカーというツールがあり、 

それは図書館で自作できるということと、LLブックという日本語を母国と 

しない人に向けた易しい本もある。 

 

・サービスを提供する側からしか視点がなかったので、障がい者の方からの意 

見聴取会を開くのは。使う側からの声を聞くべき。 

→対面朗読するときに、何人か利用者に 1対 1で聞きたりしているが、中々 

要望が出てこない。 

→座談会みたいな形式はどうか。図書館サービスにはないところで ITが進ん 

で自宅でできるようになっている現状もあるかもしれない。 

→今はパソコンやスマホで情報が聞けるようになっている。 

→地域ごとに活動されている方々が図書館に集まって、課題について話し合 

える場があると良い。そこで、図書館が先ほどのレファレンスサービスを行 

う。レファレンスサービスは個人にするだけでなく、地域の課題解決をする 

ための情報サービスである。どうしても、個人対図書館になっているが、図 

書館は地域の情報基盤であるので、地域の課題を解決するための情報・資 

料・図書館になるので、新しい図書館になったら、皆さんのお困りのところ 

を解決できるような図書館になってほしい。 
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・布絵本のグループに参加していた。布絵本は視覚障害の方だけでなく、学習 

障害の方にも提供でき、五感のうちのいくつかをフルに使うものなので、 

図書館では積極的に置いてほしい。目の見えない子と見える子の兄弟が、布 

絵本を読んで楽しんでいる温かい姿も見たことがあった。練馬区、北区はど 

の館にもあり、貸出が自由になっているが、板橋区には赤塚図書館にしかな 

い。メンテナンスが大変だが、ボランティアさんを駆使して、導入してほし 

い。 

→例えばクラウドファンディングで資金を集めるとか工夫したり、ボランテ 

ィアの講座でもテーマを決めたり率直に図書館側は意見を出していいと思 

う。 

 

４ 追加の意見・提案 

（１）調べるサービスの充実について 

 ・図書館には本の貸出だけでなく、問題解決のための調べるサービスがある 

ことを区民に広く知ってもらう方法・対策を検討する。 

①区役所発行の広報による紹介 

②図書館発行の広報による紹介 

③Facebookによる体系的な紹介 

 

  ・調べるサービスでは、どのような問題が解決できるか事例や書籍を紹介す 

る。 

①健康上の悩み解決（腰痛、高血圧等）に関する本の紹介、相談 

②相続等の法律問題に関する書籍の紹介や相談 

③事業、ビジネスに関する調査のための書籍の紹介や相談 

 

・調べるサービスを利用しやすい環境を整備する。 

   ①レファレンスカウンターを利用しやすい目立つ場所に設置する。 

   ②貸出カウンターとレファレンスカウンターを区分する。 

   ③区内の各種団体や機関と連携する。 

    ⅰ）ビジネスに関しては、商工会議所、法人会、ロータリークラブ等と 

の連携 

    ⅱ）一般区民に関しては、各町内会、区役所各部局等との連携 

    ⅲ）児童、ヤングに関しては、小中学校との連携強化 

 

  ・メールやＦＡＸ等で事前に予約しやすくする。 
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（２）障がい者サービスのこれから 

  ・障がい者サービス機器をさらに充実する、予算を十分確保する。 

  ・障がい者用のスペース、コーナー、部屋等を独立して設置する。 

  ・障がい者に対する出前サービス、自宅サービス等を検討する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央図書館は、図書館の調べるサービスを活かした事業として平成 24年度より「図書館を使った調べる学習

コンクール」を主催しています。これに合わせて、調べ学習の勉強会や応援講座も開かれています。このほかに

もパスファインダーの提供やレファレンスバッジの着用等を実施し、調べるサービスの充実を図っています。 
 

１ 「図書館を使った調べる学習コンクール」の実施 

   区内小中学校と連携し、小学校・中学校部門の応募を募っています。子どもたちは図書館で資料 

を集め、「読解力」と「記述力」を使ってリポートにまとめています。夏休みの課題としてチャレ 

ンジしている児童、生徒が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 調べ学習応援講座の開催 

  夏休みに課される自由研究や「調べる学習コンクー 

 ル」の実施に合わせ図書館職員が「テーマ」の選び方 

 や「調べる」までの過程、資料を使った調べ方の講座 

 を行っている。 
 

３ パスファインダーの提供 

  課題解決される方の手助けに、パスファインダーの 

 活用に積極的に取り組んでいる。 
 

４ レファレンスバッジの装着 

  従業者はレファレンスバッジを装着し、利用者が声 

 をかけやすい雰囲気を整えている。 

 

 新しい中央図書館の改築に向けて、平成 28年度に策定した板橋区立中央図書館基本計画では、5つの

重点テーマを定め、それらに沿った具体的な図書館事業・サービスを示しています。 

 重点テーマの 1つ「課題解決型図書館」は①図書館の豊富な資料と情報、②レファレンスや情報検索

機能を核としながら、図書館ネットワーク等を活用することにより、新しいサービス提供を目指します。 

 それを実践する内容を「調べるサービス」としています。 

 

１ 課題解決をサポートするためのレファレンスサービスの充実 

（１）区民の日常生活から生じる様々な課題や疑問を解決する手助けとなる 

（２）適切な資料・情報を提供する、レファレンスサービスを充実 

 

２ 他自治体図書館や関係機関との連携強化 

（１）国立国会図書館、東京都立図書館や他自治体図書館との相互貸借 

 

             平成 30年度 相互貸借実績 

   借受元 

館名 
合計 都立 他区 多摩地区 他県 国会 大学等 その他 

全館計 8,757  506  7,763  430  36  16  0  6  

 

（２）区内関連施設や区内企業との連携を深めた幅広い情報提供 

  ① 教育科学館（29年度 とびだせ！としょかん！の実施） 

  ② 公文書館（レフェラルサービス） 

  ③ 郷土資料館 

  ④ エコポリスセンター 

 

３ インターネット環境の整備と資料活用 

（１）オンラインデータベースの充実 

（２）パソコンが利用できる学習室の設置 

（３）公衆無線 LAN（Wi-Fi）の整備 

 

 板橋区立中央図書館基本計画では、新しい中央図書館像として「区内 10館の地域図書館の核とな

り、区民の求める適切な情報を提供する図書館」と方向性を示しています。 

 調べるサービスにおいては、11館のネットワーク体制を強化することが課題となっています。 

〇サービスのネットワーク強化 

 ・レファレンス知識の継承  ・レファレンス事例の蓄積と共有 

 ・パスファインダーの拡充  ・調べるサービスの拡充 

ソフト面の主な取組 

・レファレンス機能を満たす参考資料の収蔵 

・レファレンス体制の整備（人のサポート） 

・オンラインデータベースの拡大 

・他図書館や関係機関とネットワーク強化等 

ハード面の主な取組 

・レファレンスカウンターの設置 

・インターネット環境の整備 

・グループ学習室の設置 

・資料を探しやすいサイン・配架 

Ⅰ 「課題解決型図書館」で実践する「調べるサービス」 Ⅱ 板橋区立図書館での取組 

Ⅲ 今後の方向性 

小学校 小学校

低学年の部 高学年の部

883 985 262 2,130

最優秀賞 1 1 1 3

優秀賞 3 3 2 8

奨励賞 8 8 3 19

合計 12 12 6 30

平成30年度　応募状況及び審査結果

応募校数  小学校46校、中学校8校

中学生の部 合計

応募数

表彰

懇談テーマ① 調べるサービスの充実 第 1回区民懇談会（令和元年 8月 23日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 過去 3年間における板橋区立図書館での障がい者サービスについて、以下グラフにまとめました。 

 対面朗読、郵送サービス、宅配サービスともに利用者数は減少傾向にあります。対面朗読の朗読者数は、29年度に増

員を図りました。点字資料に関しては、28年度に資料充実を図り、蔵書数を大きく増やしています。 

 

 板橋区立図書館では、障がい者の方やそのご家族に向けて、ホームページや別紙「身体が不自由な方のための図書館利

用案内」を配布し障がい者サービスの周知を行っています。 

 また、大活字本の提供や、カウンター回りでは拡大鏡、老眼鏡の提供等を行っています。 

１「身体が不自由な方のための図書館利用案内」の配布 

（１）点字、録音図書、デイジー再生機器の貸出（点字 283点、貸出テープ 7点、貸出DAISY数 41点）※29年度実績 

（２）録音図書又は点字図書の郵送サービス（Ⅱ） 

（３）対面朗読、テープ録音（Ⅱ） 

（４）宅配、郵送サービス（Ⅱ） 

２ 大活字本の提供  （蔵書数：約 10,000 冊） 

３ 拡大読書器の設置 （設置数：5 台 中央・高島平・蓮根・赤塚・志村） 

４ 拡大鏡、老眼鏡の提供 （区内全図書館） 

 

 平成 28年度に策定した板橋区立中央図書館基本計画では、重点テーマの中で障がい者向けサービスに

ついて以下のとおり示しています。 

１ 新しい中央図書館の障がい者サービス 

（１）障がい者向けサービスの拡充 

  ① 録音資料（音声デイジー図書を含む）の提供 →サピエの登録に伴い、音声デイジー図書の選定を進行中 

② 自動読み上げ機器の導入 →読書バリアフリー法に伴う、国や都の動向を含めて検討中 

③ サピエの登録 →平成 31年 4月に登録済 

  ④ 車いす用閲覧席の設置、施設のバリアフリー化等 

（２）電子書籍の導入 

  来館しにくい障がい者や高齢者向けの非来館型サービス →（Ⅳ）その他 
 

２ 『読書バリアフリー法』の制定 

 令和元年 6月 21日に視覚障害者らが、より読書を楽しめるよう国や自治体の責務などを定めた「障害

者読書環境整備推進法（読書バリアフリー法）」が成立しました。基本理念を以下紹介します。 

（１）アクセシブルな電子書籍等（デイジー図書、音声読上げ対応の電子書籍、オーディオブック 

等）の普及 

（２）アクセシブルな書籍（点字図書、拡大図書等）の提供 

（３）アクセシブルな書籍、電子書籍等の量的拡充、質の向上が図られること 

（４）視覚障害者等の障がいの種類・程度に応じた配慮がなされること 

 ※アクセシブル：近寄りやすいさま。利用しやすいさま。（デジタル大辞泉より） 

 

１ 資料充実 

（１）音声デイジー図書の資料充実（閲覧、貸出サービスを開始） 

（２）音声デイジー再生機の台数充実（貸出用） 

２ 制度充実 

（１）宅配サービス、郵送サービスの利用対象者拡大 

（２）図書館サポーターの活動充実 

３ 設備充実 

（1）対面朗読室の利用拡大（施設充実に伴う活用の方向性） 

その他、電子書籍の導入を国や都の動向から見極めて、課題とすることや効果的な周知の実施（チラ

シ、障がい者福祉のしおり等）をアピールする必要があります。 

   デイジー 

Ⅰ 障がい者サービス 区立図書館の取組 

Ⅱ 障がい者サービス 利用状況 

Ⅲ 障がい者サービスの充実に向けて 

Ⅳ 今後の方向性 

懇談テーマ② 障がい者サービスのこれから 第 1回区民懇談会（令和元年 8月 23日） 
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インターネット閲覧コーナー 

 

 調査・研究を目的としたインターネット閲覧用にパソコンを無料でご利用いただけ

ます。 

また、板橋区公式ホームページ、板橋区立図書館ホームページ及び区が契約した商

用データベースのプリントアウトサービスがご利用いただけます（有料）。 

 

(平成 31 年 4 月 1 日現在) 

館 名 導入商用データベース 

中 央 

「日経テレコン 21（日経新聞記事等検索）」 

「官報情報検索サービス」 

「Ｄ１－Ｌａｗ第一法規法情報総合データベース」 

赤 塚 
「聞蔵Ⅱテキスト（朝日新聞記事等検索）」 

「ポプラディアネット（百科事典検索）」 

清 水 

「ヨミダス歴史館（読売新聞記事等検索）」 

「ジャパンナレッジ（知識検索）」 

「ポプラディアネット」 

蓮 根 「ヨミダス歴史館」「ジャパンナレッジ」「ポプラディアネット」 

氷 川 

「官報情報検索サービス」 

「聞蔵Ⅱビジュアル（朝日新聞記事等検索）」 

「ポプラディアネット」 

高島平 「聞蔵Ⅱテキスト」「ポプラディアネット」 

東板橋 「聞蔵Ⅱビジュアル」「ポプラディアネット」 

小茂根 「聞蔵Ⅱビジュアル」「ポプラディアネット」 

西 台 「ヨミダス歴史館」「ジャパンナレッジ」「ポプラディアネット」 

志 村 「ヨミダス歴史館」「ジャパンナレッジ」「ポプラディアネット」 

成 増 「聞蔵Ⅱテキスト」「日経テレコン 21」 

 

＊絵本館は除く 











図書館の利用が困難な方への利用案内 

 

 板橋区立図書館では、心身の障がいなどの理由で図書館の利用が困難な方

を対象に､いろいろなサービスを行っています。あらかじめ登録が必要なので、各

図書館へお問合せください。 

サービスの種類 内  容 対 象 者 

点字・録音図書・デイジ

ー再生機器の貸出 

点字図書・録音図書（カ

セットテープもしくはデイ

ジー）を貸し出します。 

区内在住・在勤・在学で、身体障害者手

帳をお持ちの視覚障がいを有する方。 

録音図書又は点字図書

の郵送サービス 

点字図書５冊、録音図書

（カセットテープもしくはデ

ィジー）３タイトルまで郵

送します。 

対面朗読・テープ録音 

図書館の図書や利用者

がお持ちになった図書を

図書館サポーターが朗

読・録音します。 

宅配サービス 

図書２０冊、カセットテー

プ・ＣＤ（中学生以上）合

わせて５タイトルまで借り

られます。 

区内在住で身体障害者手帳視覚障がい

１級又は２級、肢体不自由下肢１級又は

２級又は３級、内部機能障害１級又は２

級又は３級をお持ちの方。 

区内在住で介護保険法に基づき要介護

3又は 4又は 5の認定を受けた方。 

心身障がい又は高齢により来館困難で

ある方。 

 

☆ はじめての方は、「図書館利用登録」と「障害者等サービス登録」が必要とな

ります。絵本館をのぞき、裏面のいずれの図書館でも（代理の方でも）登録で

きます。 

身体障害者手帳等を提示してください。手帳をお持ちでない方は、図書館に

ご相談ください。 

☆ 貸出期間は、３０日です。 

☆ 点字毎日、広報いたばし・区議会だより・都議会だよりの点字版、声のたより

（カセットテープ等）もあります。 

☆ 宅配サービスの提供が困難な場合は、郵送サービスを提供できる場合があ

りますので、その際は、ご相談ください。 

☆ 上記サービスは清水図書館・絵本館を除き各図書館で行っています。 



図 書 館 名 所　在　地 電　　話 開 館 時 間 休　館　日 交　　　　　　通

中 央 図 書 館
常盤台
１－１３－１

3967-5261 東武東上線ときわ台駅下車３分

赤 塚 図 書 館
赤塚６－３８－１
赤塚庁舎2階

3939-5281
東武東上線下赤塚駅北口下車徒歩１５分
東上線成増駅下車北口から赤羽駅西口行
バスで赤塚庁舎前下車徒歩１分

※ 清 水 図 書 館 泉町１６－１６
清水地域センター3階

3965-9701 都営三田線本蓮沼駅下車７分

蓮 根 図 書 館
蓮根
３-15-1-101

3965-7351 都営三田線西台駅下車４分

氷 川 図 書 館
氷川町
２８－９

3961-9981
都営三田線板橋区役所前駅下車１０分 東武東上線大山駅
下車８分

高 島 平 図 書 館
高島平
３－１３－１

3939-6565 都営三田線高島平駅下車４分

東 板 橋 図 書 館
加賀
１－１０－１５

3579-2666
都営三田線板橋区役所前駅下車９分またはJR板橋駅から王
子行きバス金沢小学校前下車

小 茂 根 図 書 館
小茂根
１－６－２

3554-8801 東京メトロ有楽町線小竹向原駅③出口下車５分

西 台 図 書 館
西台
３－１３－２

5399-1191
東武東上線東武練馬駅徒歩２０分または[みずほ銀行側]バ
ス停から志村三丁目行きバスで「南西台」下車３分

志 村 図 書 館
小豆沢
１－８－１

5994-3021 都営三田線志村坂上駅または本蓮沼駅下車１０分

成 増 図 書 館
成増
３－１３－１

3977-6078
東武東上線成増駅（北口）下車３分または東京メトロ有楽町
線地下鉄成増駅（５番出口）下車５分

※いたばしﾎﾞﾛｰﾆｬ
子 ど も 絵 本 館

本町２４－１ 3579-2665  　　１０時～１７時
絵本館にお問合せ
下さい

都営三田線板橋本町駅(A1出口)下車徒歩５分

※中央図書館以外は、バリアフリー対応です。（エレベーター等）

※図書館の利用が困難な方へのサービスは、清水図書館・絵本館を除く各図書館で行っています。

９時～２０時

・　第３月曜日と毎
月月末（土日祝
日）は翌日
･　３月３１日
・　年末年始
・　特別整理期間

板 橋 区 立 図 書 館 一 覧



別  紙 

 

令和元年度 第１回 中央図書館区民懇談会 補足ご意見 

 

名前（              ） 

主に利用する区立図書館名（              ） 

 

本日はご多忙の折ご出席くださり、誠にありがとうございました。本日の懇談会を経て、

もし補足のご意見等ありましたら、ご記入の上、下記担当宛ご提出をお願いいたします。 

 

        【 提出期限：令和元年９月 6日（金） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ご協力ありがとうございました。 

     

              【担当・提出先】  

板橋区教育委員会事務局 中央図書館 区民懇談会担当 

               〒174-0071 板橋区常盤台 1－13－1 

               【TEL】3967-5261【FAX】3967-5550 

【Eメール】chuolib@city.itabashi.tokyo.jp 

 



令和元年８月２３日 

懇談会委員各位 

 

令和元年度 第２回 板橋区立中央図書館区民懇談会の開催候補日について 

 

標記の件につきまして、下記のとおり開催候補日をお知らせいたします。 

 

 令和元年 12月 6日（金） 午後３時から午後５時まで 

 

会場は本日と同会場の中央図書館視聴覚室を予定しております。 

日程が確定し次第、開催通知をお送りいたします。 

今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

 

【担当】板橋区教育委員会事務局 中央図書館 管理係 

担当：片桐、戸田 

TEL 03-3967-5261 ／ FAX 03-3967-5550 

 

 

 



名　　前 ふりがな 備　　考

会　長 大串　夏身 おおぐし　なつみ 学識経験者

梶川　悦子 かじかわ　えつこ 図書館司書代表

東　みどり ひがし　みどり 区立小学校長代表

北村　康子 きたむら　やすこ 区立中学校長代表

鈴木　奈緒美 すずき　なおみ 区立幼稚園代表

角田　真弓 つのだ　まゆみ 区立保育園代表

伊藤　文子 いとう　ふみこ
図書館利用者代表（対面朗
読ボランティア）

羽深　由美子 はぶか　ゆみこ
図書館利用者代表（読み聞
かせボランティア）

柴田　陽子 しばた　ようこ
図書館利用者代表（絵本館
ボランティア）

古屋　眞 ふるや　まこと
図書館利用者代表（視聴覚
室等利用団体の方）

鈴木　洋仁 すずき　ひろひと 公募委員

谷　隼太 たに　はやた 公募委員

保坂　恵真 ほさか　えま 公募委員

村山　敦子 むらやま　あつこ 公募委員

【事務局】

教育委員会事務局　地域教育力担当部長

教育委員会事務局　中央図書館長

委　員

板橋区立中央図書館区民懇談会委員名簿

【任期：平成30年9月5日～翌年度末】


